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“ハニル S”による煎じ薬の調製例※ 

処方名 １日分量

（ｇ） 
３０日 

分量（ｇ） 

加える水 
 の量 
（L）１） 

沸騰まで

のおよそ

の時間 
（分） 

沸騰後の

加熱時間

（分） 

煎じ上が

りの液量

（L）２） 

麻黄附子細辛湯  ８．０ ２７０ １０．５ ４０ ３０ ９．５７ 
真武湯 １３．０ ３９０ １０．５ ４５ ３０ ９．６４ 
苓桂朮甘湯 １５．０ ４５０ １０．５ ４５ ３０ ９．４７ 
半夏瀉心湯 １８．５ ５５５ １１．０ ４５ ３０ ９．４９ 
柴胡桂枝湯 ２２．０ ６６０ １１．０ ４５ ３０ ９．３２ 
補中益気湯 ２２．５ ６７５ １１．０ ４５ ３０ ９．１６ 
十全大補湯 ２９．０ ８７０ １１．５ ４５ ３０ ９．６７ 
加味帰脾湯 ３０．０ ９００ １１．５ ４５ ３０ ９．４６ 
人参養栄湯 ３１．５ ９４５ １１．５ ４５ ３０ ９．４４ 

 
※ ６０℃のお湯を用いた場合、沸騰までの時間が、およそ３０分間短縮されます。 

１）９０包（約９L）分の煎じ薬を得るために必要な水の量。 

２）“ハニルＳ”の使用環境においては、煎じ上がりの液量が多少変化することがあり 

  ます。 


